
硬質塩化ビニル管を用いた配管及び管継手の
適切な施工に当たっての留意事項

特定施設水道連結型スプリンクラー設備のうち、硬質塩化ビニル管に接着剤を用いる工
法において、接着剤がヘッド内部へ流下して固着し、正しく放水しなかった事案が発生
しました。つきましては、再発防止のため、施工上の留意事項をご案内いたしますので
管または管継手メーカーの作業要領に従い、正しく施工するようお願い致します。
（参照：消防予第351号平成27年9月4日付）

 

配管接続用接着剤がス
プリンクラーヘッド内
に流下し固着した。

スプリンクラーヘッドの内部で
固着した接着剤（白色部分）接着剤塗布部からスプリンクラーヘッド部分に

流下する接着剤（推定）

●管の面取り：接着接合部分の管は、所定の面取りを行うこと。面取りをしない場合、
塗布した接着剤が管や継手内に掻き出され、膜張り現象による閉塞や接着不良が発
生するおそれがある。

●接着剤の塗布量：製品の種類により塗布に必要な分量が異なるため、それぞれの製
品に応じて適量を薄く均一に塗布すること。

●十分な乾燥：それぞれの製品に応じた養生時間を確保し、十分に乾燥させること。
●作業手順：ヘッドを取り付ける際は、先に配管と給水栓用ソケットを接合しその
接合部に用いた接着剤が十分に乾燥していることを確認した後に、給水栓用ソケッ
トにヘッドをねじ込み接合すること。

●ヘッドの脱着を行う場合：ヘッドの着脱を行う際は、給水栓用ソケットを確実に保
持し、ヘッドや配管を破損させないようにすること。
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